
 

 

 

農業生産にかかわる機械や装置、センシング技術に関する研究を行っています。 

農作業の機械化、自動化、省力化のための研究や、小水力エネルギーなど自然エネ

ルギーを利用したエネルギー回収装置の開発、小型の無農薬除草ロボットなどを行って

います。また、かんしょなど地域特産物の選別調製装置の開発や、ハウス内で薬剤を散

布する防除ロボットの試験研究、考古学研究者と古代の農機具を復元して作業性能試験

を行うなど、共同研究も積極的に行っています。 

 

１ 無農薬除草ロボットの開発 

カメラで畑の画像を撮影し、直線状に並ぶ野

菜苗の列を特定することでその周囲に生えてい

る雑草を検出し、農薬を用いずに自動的に除草

作業を行うロボットを開発しています。苗の列を

誤差１～２ｃｍ程度で判定し、苗の列に沿って自

律走行が可能です。視覚部には安価なウェブカ

メラを用いています。マイコンによる制御で、小

型・軽量・低コストを目指しています。 

 

２ 小水力エネルギーを利用した超小型発電装置の開発 

農業・水産業の現場には小規模の水路がよく見られま

すが、水の流れと落差から自然エネルギーが生じます。こ

のエネルギーを回収して電力に変換する小水力発電を研

究しています。過去、県内企業と連携して 100W～１ｋW の

発電ができる超小型立軸水車による発電装置を開発し、

市販されています。 

 

３ かんしょなど地域農産物の選別調製機の開発  

青果物など表皮がデリケートなものは、従来の調製機

械では対応しきれないものが多くあります。例えば、青果

用かんしょは傷が付かないように、表面に生えたひげ根を

取り除かなければなりません。特殊な方法で、かんしょの

表面には傷を付けず、ひげ根のみ除去する装置を開発しました。そのような調製装置

の開発に取り組んでいます。 

 

ホームページ 

 

技術相談に応じられる関連分野 

・農業の生産現場や農業施設内の自動化・ロボット化・省力化に繋がる農業機械や装置

など改善や研究 

・1kW以下の小水力発電 

メッセージ 

・共同研究の希望テーマ：農業機械の改良・開発 

・地域に水車を作りたいニーズがあれば、ぜひ教えてください。 

・農作業の自動化・省力化に関する開発ニーズがあれば、ぜひご連絡ください。 
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応用分野など 

特許情報 

１．水力エネルギー回収装置

（特許第５３５９３１６号） 

 

２．除去装置（特願２０１６－１

１６０５７） 

 

 小水力エネルギーを利用した超小型発電装置の開発 

 かんしょなど地域農産物の選別調製機の開発 

【研究テーマ】 
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世界を視野に 地域から始めよう 
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 無農薬除草ロボットの開発 
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